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◆

第
一
日
　
五
月
十
九
日
（
木
）

台
北
は
雨
模
様
。
松
山
空
港
に
着
く
と
、

羽
田
発
の
本
隊
が
乗
っ
た
飛
行
機
は
定
刻
よ

り
早
く
到
着
、
と
あ
る
。
ロ
ビ
ー
に
お
ら
れ

た
現
地
集
合
の
方
々
と
ご
挨
拶
し
、
名
刺
交

換
。
李
登
輝
学
校
は
今
回
初
め
て
だ
が
、
本

当
に
全
国
各
地
か
ら
参
加
さ
れ
て
い
る
。

ゲ
ー
ト
に
、
同
便
だ
っ
た
ら
し
い
日
本
の

国
会
議
員
や
官
邸
関
係
者
が
現
れ
た
。
も
ち

ろ
ん
今
回
の
総
統
就
任
式
に
関
連
し
て
の
訪

問
だ
ろ
う
。
日
台
関
係
が
大
き
く
動
い
て
い

る
の
を
、
早
く
も
目
に
し
た
気
分
だ
。

ほ
ど
な
く
参
加
者
一
同
が
そ
ろ
い
、
ス
タ

ッ
フ
の
杉
本
拓
朗
さ
ん
が
点
呼
を
取
り
、
ア

テ
ン
ド
の
李
太
太
さ
ん
が
バ
ス
に
誘
導
。
李

登
輝
元
総
統
の
特
別
講
義
を
受
け
る
た
め
、

一
路
、
慶
泰
大
飯
店
へ
。
こ
こ
で
成
田
発
の

方
々
と
合
流
。
第
二
十
五
回
日
本
李
登
輝
学

校
台
湾
研
修
団
は
、
石い
し

田だ

芳よ
し

博ひ
ろ

団
長
、
清し

水み
ず

志し

摩ま

子こ

副
団
長
以
下
四
十
一
名
で
あ
る
。

元
総
統
を
お
待
ち
す
る
間
、
ス
タ
ッ
フ
の

早
川
友
久
さ
ん
か
ら
、
今
夜
の
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
と
、
翌
日
の
就
任
式
の
注
意
が
あ
っ
た
。

配
布
書
類
の
「
空
襲
が
あ
っ
た
場
合
は
」
と

い
う
一
項
に
、
台
湾
が
絶
え
ず
こ
の
緊
張
の

中
に
あ
る
こ
と
を
実
感
。

李
登
輝
先
生
が
到
着
さ
れ
た
。
お
身
体
を

悪
く
さ
れ
て
い
た
と
聞
い
た
が
、
晴
れ
や
か

な
お
顔
を
拝
見
し
、
少
し
ほ
っ
と
す
る
。

お
話
の
テ
ー
マ
は
「
指
導
者
の
条
件
」。
総

統
就
任
時
、
孤
立
無
援
だ
っ
た
自
分
に
道
を

示
し
て
く
れ
た
の
は
信
仰
だ
っ
た
。
指
導
者

は
孤
独
に
耐
え
得
ね
ば
な
ら
な
い
。
蔡
英
文

新
総
統
が
、
勇
気
を
持
っ
て
新
し
い
台
湾
を

引
っ
張
っ
て
い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
。
い
ま
国
際
社
会
に
は
指
導
者
が
い
な
く

な
っ
て
来
た
が
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
頼
れ

な
く
な
っ
た
と
き
、
ど
う
す
る
の
か
。
一
気

に
語
ら
れ
る
の
を
お
聞
き
し
、
台
湾
の
新
し

い
門
出
に
あ
た
り
、
日
本
人
と
し
て
出
来
る

こ
と
は
何
な
の
か
自
問
す
る
。

質
疑
応
答
の
後
、
一
人
ひ
と
り
と
記
念
撮

影
。
お
見
送
り
の
後
、
我
々
は
外
交
部
主
催

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
向
か
う
。
総
統
府
の
前
の

通
り
に
は
、
中
華
民
国
旗
と
共
に
、
台
湾
と

正
式
な
国
交
の
あ
る
国
の
旗
が
掲
げ
ら
れ
て

い
た
。
そ
の
多
く
の
旗
の
見
慣
れ
な
さ
は
、

台
湾
の
置
か
れ
て
い
る
、
い
び
つ
な
国
際
状

況
そ
の
も
の
だ
。

会
場
の
台
北
賓
館
は
、
も
と
も
と
台
湾
総

督
官
邸
と
し
て
一
九
〇
一
年
に
建
て
ら
れ
、

一
九
二
三
年
に
は
、
摂
政
宮
裕
仁
親
王
殿
下

も
滞
在
さ
れ
た
。
百
年
以
上
の
間
、
こ
の
建

物
は
台
湾
、
い
や
、
ア
ジ
ア
の
動
い
て
い
く

様
を
見
続
け
て
き
た
わ
け
だ
。
こ
の
瞬
間
に

も
、
歴
史
の
流
れ
が
生
ま
れ
て
い
る
の
か
。

レ
ポ
ー
ト
・
第
25
回
日
本
李
登
輝
学
校
台
湾
研
修
団

多
く
を
教
わ
っ
た
刺
激
的
な
五
日
間

作
家

村む
ら

上か
み

　
知と
も

子こ
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様
々
な
国
や
組
織
を
背
負
う
人
々
が
、
グ
ラ

ス
を
片
手
に
談
笑
す
る
の
を
見
な
が
ら
、
そ

ん
な
こ
と
を
想
っ
た
。

こ
の
日
は
流
れ
解
散
。
そ
れ
ぞ
れ
淡
水
の

成
旅
晶
賛
飯
店
に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
す
る
。

◆

第
二
日
　
五
月
二
十
日
（
金
）

快
晴
。
就
任
式
式
典
参
列
の
た
め
、
最
寄

り
駅
の
紅
樹
林
駅
か
ら
、
Ｍ
Ｒ
Ｔ
で
台
大
醫

院
駅
へ
。
総
統
府
前
の
広
場
に
は
ス
テ
ー
ジ

と
客
席
が
し
つ
ら
え
ら
れ
、
空
中
に
は
原
住

民
の
各
部
族
を
表
し
た
人
型
の
バ
ル
ー
ン
が

浮
か
ん
で
い
る
。
我
々
は
前
方
の
エ
リ
ア
に

着
席
。
や
が
て
巨
大
な
モ
ニ
タ
ー
に
、
宣
誓

式
の
様
子
が
映
し
出
さ
れ
た
。
軍
楽
隊
の
演

奏
が
あ
り
、
原
住
民
か
ら
今
日
ま
で
の
「
台

湾
史
」
が
劇
仕
立
て
で
語
ら
れ
る
。
ひ
ま
わ

り
運
動
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
『
島
嶼
天
光
』
の

歌
詞
「
勇
敢
的
台
湾
人
」
に
拍
手
。

国
歌
斉
唱
の
後
、
蔡
英
文
新
総
統
の
就
任

演
説
。
お
祭
り
ム
ー
ド
の
中
、
浮
つ
い
た
も

の
が
な
い
、
静
か
な
覚
悟
を
感
じ
さ
せ
る
五

千
三
百
六
十
四
字
。
最
後
は
、
禁
歌
だ
っ
た

こ
と
も
あ
る
『
美
麗
島
』
の
大
合
唱
。

終
了
後
、
昼
食
を
雙
連
駅
近
く
の
千
采
と

い
う
お
店
で
い
た
だ
き
な
が
ら
、
演
説
の
抄

訳
と
解
説
を
伺
い
、
式
典
の
感
想
を
皆
で
語

り
合
う
。
劇
で
二
二
八
事
件
に
長
く
時
間
を

取
っ
て
い
た
こ
と
に
注
目
す
る
方
が
多
か
っ

た
。
ま
た
、
台
湾
を
主
体
と
し
て
歴
史
が
描

か
れ
た
の
は
、
画
期
的
な
こ
と
だ
と
い
う
。

午
後
は
映
画
館
・
秀
泰
影
城
に
移
動
、
映

画
『
湾
生
回
家
』
を
鑑
賞
。
今
回
参
加
さ
れ

て
い
る
、
花
蓮
出
身
の
清し

水み
ず

一か
ず

也や

氏
が
主
要

人
物
の
一
人
。
湾
生
と
は
、
一
九
四
五
年
ま

で
の
五
十
年
間
に
日
本
統
治
下
の
台
湾
で
生

ま
れ
た
日
本
人
の
こ
と
。
故
郷
。
故
国
。
日

頃
か
ら
考
え
て
い
た
は
ず
の
テ
ー
マ
だ
が
、

ま
だ
ま
だ
自
分
は
浅
い
。
日
本
で
は
十
一
月

十
二
日
よ
り
岩
波
ホ
ー
ル
で
公
開
さ
れ
る
。

◆

第
三
日
　
五
月
二
十
一
日
（
土
）

野
外
研
修
。
目
的
地
の
新
竹
ま
で
の
約
一

時
間
半
の
バ
ス
移
動
の
間
、
順
番
に
自
己
紹

介
を
し
て
い
く
。
拉
致
問
題
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
話
題
が
出
て
、『
ふ
る
さ
と
』
を
皆
で
合
唱

し
た
り
。
こ
う
し
た
関
わ
り
合
い
自
体
が
ま

た
、
研
修
の
一
環
な
の
だ
と
納
得
。

李登輝先生の特別講義（ 5月19日）

台北賓館でのレセプション（ 5月19日）

総統就任式で228事件を伝える（ 5月20日）

石田団長と楊根棟先生（ 5月21日）



28【日台共栄】平成28年10月　第40号

ま
ず
新
竹
市
庁
を
訪
問
。
李
妍
慧
市
議
ら

が
迎
え
て
く
だ
さ
る
。
市
庁
舎
は
一
九
一
八

年
、
日
本
人
建
築
家
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た

美
し
い
煉
瓦
建
築
。
ガ
イ
ド
の
苗
澤
田
氏
か

ら
細
や
か
な
解
説
を
聞
く
。
帰
り
が
け
、
に

こ
や
か
な
若
い
女
性
に
ご
挨
拶
す
る
と
、
そ

れ
が
副
市
長
の
沈
慧
虹
氏
で
、
一
同
驚
く
。

近
く
の
ホ
テ
ル
で
昼
食
。
桜
守
の
楊
根
棟

先
生
か
ら
、
今
で
は
二
十
万
人
の
花
見
客
が

新
竹
を
訪
れ
る
と
伺
う
。
日
本
李
登
輝
友
の

会
か
ら
も
桜
を
寄
贈
し
、
毎
年
ツ
ア
ー
も
催

行
さ
れ
て
い
る
が
、
ぜ
ひ
そ
の
季
節
に
再
訪

し
た
い
も
の
だ
。

食
後
は
、
あ
い
に
く
の
雨
の
中
、
旧
大
渓

神
社
跡
、
武
徳
殿
な
ど
を
見
学
。
そ
の
後
、

老
街
を
し
ば
し
自
由
散
策
。
バ
ス
で
台
北
へ

戻
り
、
中
山
駅
近
く
の
天
厨
館
で
夕
食
。

◆

第
四
日
　
五
月
二
十
二
日
（
日
）

本
日
は
李
登
輝
基
金
会
で
丸
一
日
講
義
。

第
一
講
は
李り

明め
い

峻し
ゅ
ん先
生
。「
安
保
法
制
と

日
台
関
係
」。
台
湾
の
地
政
学
的
な
意
味
と

そ
の
役
割
を
説
か
れ
る
。
安
倍
首
相
の
「
自

由
と
繁
栄
の
弧
」
に
基
づ
く
安
保
法
案
は
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
安
全
と
平
和
に
寄
与

す
る
も
の
で
、
中
国
の
現
状
変
更
の
試
み
は

そ
れ
へ
の
挑
戦
。
蔡
総
統
の
「
現
状
維
持
」

の
主
張
の
意
味
も
そ
こ
に
あ
る
と
い
う
。
現

在
、
多
く
の
人
が
自
ら
を
「
台
湾
人
」
と
考

え
て
い
る
が
、
若
者
は
そ
の
傾
向
が
顕
著
で

あ
り
、
財
政
的
に
圧
倒
的
に
不
利
だ
っ
た
民

進
党
が
勝
利
し
た
の
は
、
そ
れ
が
影
響
し
た

と
も
。
一
方
、
東
京
大
学
で
は
軍
事
研
究
が

禁
止
で
、
安
全
保
障
の
研
究
は
不
可
と
い
う

お
話
に
は
、
頭
を
抱
え
た
く
な
っ
た
。

第
二
講
。
ロ
バ
ー
ト
・
Ｄ
・
エ
ル
ド
リ
ッ

ヂ
先
生
。「
尖
閣
と
日
米
台
関
係
」。
ご
自
分

の
著
作
の
紹
介
か
ら
、
沖
縄
問
題
・
尖
閣
問

題
の
起
源
、
日
米
台
そ
れ
ぞ
れ
が
採
る
べ
き

政
策
を
解
説
さ
れ
る
。
南
シ
ナ
海
の
沿
岸
諸

国
と
の
連
携
、
実
効
支
配
、
情
報
発
信
は
急

務
で
あ
り
、
尖
閣
資
料
館
を
石
垣
に
建
設
す

る
べ
き
と
い
う
提
案
も
。
現
場
を
知
り
、
研

究
さ
れ
た
方
の
指
摘
は
鋭
い
。
日
本
人
が
知

る
べ
き
歴
史
的
事
実
は
、
ま
だ
ま
だ
あ
る
の

だ
と
再
認
識
。

第
三
講
。
迫さ
こ

田だ

勝か
つ

敏と
し

先
生
。「
こ
れ
か
ら

の
台
湾
と
蔡
英
文
政
権
の
課
題
」。
先
生
は

「
蔡
英
文
船
長
の
台
湾
丸
」
と
表
現
。
蔡
政

権
は
安
定
政
権
で
は
あ
る
が
、
馬
政
権
の
負

の
遺
産
を
ど
う
整
理
し
て
い
く
か
。
深
化
す

る
対
中
依
存
の
解
消
と
経
済
再
建
が
課
題
。

そ
の
た
め
に
も
「
国
際
生
存
空
間
」
を
確
保

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
い
う
。
日
本
と
の

関
係
は
い
ま
最
良
の
状
態
だ
が
、
そ
の
裏
に

は
、
中
華
統
一
促
進
会
や
国
民
党
な
ど
の

様
々
な
動
き
も
あ
り
、
楽
観
は
危
険
と
い
う

お
話
も
。
自
分
の
頭
の
中
で
、
就
任
式
当
日

の
晴
天
と
「
本
日
天
気
晴
朗
ナ
レ
ド
モ
浪
高

シ
」
と
い
う
言
葉
が
重
な
っ
た
。

講
義
後
、
教
頭
の
王
燕
軍
先
生
か
ら
修
業

証
書
の
授
与
と
記
念
撮
影
。
修
業
と
い
え
ど
、

こ
こ
か
ら
考
え
、
学
び
始
め
る
機
会
を
い
た

だ
い
た
の
だ
と
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が

す
る
。

夕
食
は
、
松
江
南
京
駅
近
く
の
紫
都
と
い

う
店
で
、
新
し
い
台
湾
料
理
に
舌
鼓
。
王
先

生
や
台
湾
ス
タ
ッ
フ
も
加
わ
り
、
最
後
の
夜

と
い
う
こ
と
で
、
盛
り
上
が
る
。
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◆

第
五
日
　
五
月
二
十
三
日
（
月
）

最
終
日
は
、
交
流
協
会
台
北
事
務
所
に
伺

う
。
ま
ず
、
沼
田
幹
夫
代
表
か
ら
「
日
台
関

係
の
現
状
お
よ
び
今
後
の
日
台
関
係
に
つ
い

て
」。
近
年
、
台
湾
人
の
対
日
好
感
度
は
上

が
っ
て
い
る
が
、
最
も
影
響
力
を
持
つ
国
と

し
て
は
、
中
国
、
つ
い
で
ア
メ
リ
カ
が
あ
が

り
、
日
本
は
限
定
的
だ
と
い
う
。
日
本
は
も

っ
と
信
頼
に
足
る
国
に
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い

が
、
永
田
町
と
霞
が
関
は
北
京
を
向
い
て
い

る
。
国
民
の
声
が
日
台
関
係
を
良
好
に
導
い

た
の
で
、
ま
す
ま
す
そ
れ
を
盛
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
、
代
表
な
ら
で
は
の
裏

話
も
交
え
て
話
さ
れ
た
。
今
、
蔡
政
権
は
広

く
支
持
さ
れ
て
い
る
が
、
二
〇
一
八
年
に
地

方
選
挙
も
控
え
て
お
り
、
国
民
の
生
活
実
感

が
改
善
さ
れ
な
け
れ
ば
、
民
進
党
政
権
は
長

続
き
し
な
い
と
い
う
お
話
も
。

そ
し
て
、
最
終
講
義
は
、
蔡さ
い

焜こ
ん

燦さ
ん

先
生
の

「
老
台
北
放
談
」。
横
須
賀
の
料
亭
「
小
松
」

が
火
事
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
か

ら
、
戦
艦
三
笠
、「
敵
艦
見
ユ
」、
宮
古
島
、

山
本
五
十
六
、
笹
川
良
一
、
花
札
、
米
内
光

政
、
本
間
雅
晴
、
宮
城
道
雄
、
霞
月
楼
、
三

船
久
蔵
、
…
…
話
題
が
次
か
ら
次
へ
と
花
が

咲
く
よ
う
に
展
開
す
る
。
先
生
が
復
刻
さ
れ

た
、
母
校
の
清き
よ

水み
ず

公こ
う

学が
っ

校こ
う

の
副
読
本
『
綜
合

教
育
読
本
』
が
皆
に
回
さ
れ
、
昭
和
七
年
の

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
の
際
の
歓
迎
歌
『
勝
つ

て
戻
れ
ば
』
を
先
生
が
朗
唱
さ
れ
る
。

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
、
青
空
高
く

揚
げ
た
日
の
丸
、
世
界
を
照
ら
す

日
本
よ
い
国
、
こ
れ
か
ら
開
く

吉
野
桜
は
、
ま
だ
蕾

七
つ
も
金
メ
ダ
ル
を
取
っ
た
日
本
チ
ー
ム

を
称
え
、
日
本
の
将
来
を
言
祝
ぐ
歌
詞
。
今

の
日
本
へ
の
、
先
生
か
ら
の
叱
咤
激
励
と
も

受
け
取
れ
る
。
洒
脱
な
お
話
の
中
に
日
台
の

歴
史
が
浮
か
び
上
が
る
、
先
生
の
語
り
口
に

酔
っ
た
。

記
念
撮
影
、
食
事
の
後
は
空
港
へ
。
名
残

惜
し
い
が
、
再
会
を
約
し
て
解
散
。
多
く
を

教
わ
っ
た
、
刺
激
的
な
五
日
間
だ
っ
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
先
生
方
、
関
係

者
及
び
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
、
そ
し
て
、
ご
一

緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
参
加
者
の
皆
様
に
、

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

エルドリッヂ先生（ 5月22日）

迫田勝敏先生（ 5月22日）

沼田幹夫先生（ 5月23日）

蔡焜燦先生（ 5月23日）


